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>

新
刊
紹
介 

マ
ナ
ア
組
織
の一

の

標

準

的

形

態

た

る

に

到

り

し

こ 

ビ
、
並
に
マ
ナ
ァ
生
活
の
'一
面
は
地
方
的
市
場
の
れ
め 

の
生
產
に
あ
る
乙
ビ
を

.指
摘
す
る
こ
ド
-で
あ
る
。
此
商 

業
を

®
し
く
大
に
見
る> J

ミ
は
如
何
な
る
旣
知
の
事
實 

ミ
：も

相

容

ざ

る

ど

し.て
も
：、
唯
問
題
は
其
商
業
取
引
が 

組
織
的
の
も
の
で
あ
り
、
從
て
規
則
的
に
し
，て
，
決
し

'
 

て
偶
時
的
の
4
0

の
で
な

い
ど
：云
ふ

W
で
あ
る
。

(ibid.

で

2
2
-4
) 

(
未
完)

第

義

1

五
八

新
刊;

料

マ

ル

ク

ス

ン

ゲ

：ル
ス

遺

稿
 

本
年
一
月
四
日
發
行
の-International Press corres- 

p
o
n
d
s
c
e

に
揭
げ
ら
れ

T2
左

の

記

事

は

マ

,
ク
シ
ズ
ム 

.研
究
者
の
興
味
を
惹
く
に
足
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
日
く
。

同

志

o B. R
y

 ^san o
v

 
は

そ

のg
a
r
x

 
及

びw
n
g
e
l
s

 

の
未
刊
稿
を
說
索
し
て
ゐ
た
獨
逸
炉
ら
歸
つ
て
、
莫
斯 

科
の
社
會
主
'義
ア
力
デ
ミ
イ
で
調
査
の
結
來
に
關
す
る

講
演
を
試
み
‘た
。
此
講
演
か
ら
編
輯
者
は
次
の
狭
鈔
を 

揭
記
す
る
。

M
a
n
e

及

びw
n
g
e
l
s

の
.遺
稿
は
、其
保
管
^
托
せ
ら 

れ
た
者
に
依
て
®
し
い
不
注
ff
l
を
以
て
取
扱
は
れ
た
ぅ 

|

手
稿
は1

伯
林
"
偷
敦
及
び
獨
逸
抑
會
民
主
黨
文
庫
に 

散
在
しV

居
る
。M

a
r
x

及

び

E
n
g
e
l
s

が
»
逸

/|
«
1
;
#

 

|

民
主
黨
に
遺
し
れ
夥
し
い
藏
書
は
殆V」

全
く
散
佚
に 

|

歸
し
て
ゐ
る
。
此
遺
贈
の
.管
理
人
た
るBernstein

並 

\

にB
e
b
e
l

は
自
ら
其
の
：絕
對
的
.所
有
者
ビ
心
得
て
、
そ 

|

れ
を
其
隨
意
に
處
分
し
た
の
で
ぁ
る
。M

e
h
d
n
g

は
潆 

の
爲
め
に
此
等
遺
稿
の
硏
究
に
從
事
し
た
最
初
の
人
で 

\

ぁ
つ
た
。
'彼
れ
が
出
版
す
る
所
の
遺
稿
集
中
に
發
見
せ 

| 

.

.れ̂
る
大
な
る
缺
陷
は
、
原
稿
を
精
密
す
る
こ
^
を
必 

|
要
艺
す
る
も
の
.
\如
<
で
ぁ
つ
た
が
、
終
に
予
を
し
て 

一
之
を
行
ふ
こ
ど
を
決
心
せ
し
め
た
も
の
は
、
0
B-deuts

丨
 

一che Ideologie 

(

驻〕

の
不
完
全
小
正
確
、

c Ludwl.g 

Feuerbach 

:

に
對
す
る
序
文
中
にE

n
g
e
l
s

が
原
稿 

に
言
及
し
て
ゐ
る
乙
一 

九」

八
年
に
出
た
i

, 

H
n
g

のs
a
n
f
c

i:
關
す
る
小
册
子
、
及
び
最
後
に
一
九

J

九
年M

a
y
e
r

が
公
！

i

し
たE

n
g
e
l
s

傳
で
、
其
中
の 

D
i
e

 

deutsche 

I
d
e
o
l
o
g
i
e

に
言
及
す
る
或
頁
は
明
に
新 

發

見

を

含

ん

で

居

れ

の

で

あ

る

'0
:
私

がM
a
r
x

及
び 

E
n
g
e
l
s

著
作
集(

露
西
語版

)
：：

織
卷
邗
行
の
企
て
を
延 

期
し
て
、
未
刊
資
料
調
査
の
爲
め
.に
伯
林
に
赴
い
た
の
一 

は
是
が
爲
め
で
あ
つ
'た
？
：'
 

.
;
;
:「「

：：
 

\ 

\ 

.
私
の
煩
勞
は
伯
林
で
始
走
つ
た
り
私
は
資
料
を
其
所 

持
者
た
るBernste

•日
か
ら
幾
ど
椀
ぎ
取
ら
な
け
れ
ばj 

な
ら
な
か
つ
れ
。
貨
與
せ
ら
れ
穴
書
類
は
全
部
撮
影
し|

れ
。
幾
多
の
響
類
の
刊
行
に
は
特
別
の
條
件
が
附
せ
ら
，
 

れ
れ
。
•:
'

:

發
見
せ
ら
れ
た
文
書
で
今
日
ま
で
刊
行
せ
ら
れ
ぬ
も 

の
の
•中
で
最
も
價
値
あ
6
興

味

あ

る

も

の

は

以

，|

後
の
獨
逸
哲
學
ノ
及
び「

眞
正

ft
會

、王

義」

に

對

す

る

批| 

評

を

伴

ふDi
e

 deutsche J
deo

】 o
g
i
e

の
原
稿
ぐ
あ
る
。
 

此

原

稿

をB
e
r
n
s
t
e
i
n

の
出
版
に
係
る
も
の

f
f
i

)

ミ
比
較 

し
て
見
る

S 
ノ
後
渚
は
原
稿
の
芄
分
ニ
以
上
を
含
ん
で 

勝
ら
ぬ
，J

、匕
が
明
白
で
あ
る

o
,茫
ョ3te

s*
は
辨
明
し
て 

爾
餘
の
部
分
は
鼠

#
に
患
つ
だ
ミ
謂
つ
て
居
る
が
、
0 

第
十
八
# 

@
六
三
> 

新
刊
紹
介.

實
上
原
稿
は
'難
鼠
：で
な
く
て
、
終
に
修
正
主
義
に
轉
じ 

た
時
のB

e
r
n
s
t
d
n

に
依
て
咬
嚼
せ
ら
れ
ya
の
で
あ
る
。
 

併
し
此
原
稿
は
僅
にDie deutsche I

d
e
o
i
o
g
b

の
批
評
、
 

而
か
もS

t
l
r
n
e
r

の
批
評
を
含
む
部
分
の
一
部
に
過
ぎ 

ぬ
。

fc
d

§
3
t
e
l
.
n

に
依
て
解
®
せ
ら
れ
て
な
い
原
稿
の 

第
一一

の

部

分

は

に

献

呈

せ

ら

れ

て

ゐ

て

、 

其
內
容
を
な
す
も
の
はFeuerbach 

Q
「

人
間」

觀 

.の
批
評
で
あ
る
。
菩
々
は
成
る
べ
く
速
か
に
此
原
稿
を 

發
表
す
る
こ
と
に
努
め
て
ゐ
る
。

-

ノ
ォ
ト
の
-中
に
は.

H
e
g
e
l

の
法
律
哲
學
の
一
批
評 

及
び
共
產
黨
宣
言
中
11
:
會
主
義
*
1^
を

批

筒

す

る

.
ー
寧 

の
筋
#

が
發
見
せ
ら
れ
'た
。
吾
々
は
.ノ
ォ
ト
の
^
に
數 

學
に
關
す
る
特
.別
の
著
作
、
哲
學
的
斷
節
、
希
)it
語
の 

手
稿
等
を
蹯
見
し
^
。
.他
の
文
書
中
に
は「

資
本
論J

の 

爲
め
の
未
用
資
料
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
餘
：剩
價
.値
學
說 

に
關
す
る
一
紙
片
も
あ
る
。M

a
r
x

は
此
資
料
を
其
主 

著
の
第
四
卷
で
公
表
す
る
希
望
を
抱
い
て
ゐ
た
の
で
あ 

る
。
資
本
論
の
現
行
版

の
不
完
全
^
缺
陷
ミ
が
共
に
甚 

し
いN-

ぞ
は
、
例
へ
ば
第
1
1
1溶
の
如
&
は
之
をE

nge
l
s

第
I

1

五
九
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：}

新

刊

湖

介

の
»'
調
皮
呼
ん
で
も
差
支
な
い
程
で
あ
る
。

此
處
で
撥
見
せ
ら
れ
た
未
刊
資
料
は
約
六
卷
を
成
す 

に
足
る
も
の
が
办
る
。

E
に
其
次
の
手
稿
の.一
系
は
吾
々
を
し
て1
^
. 

Engels

の
個
人
生
活
を
窺
は
し
め
る
。
そ
れ
は

Marx 

の
持
っ
て
ゐ
た
傅
大
な
る
學
雜
と
仕
事
に
對
す
る

.異
常
：| 

に
..T
r
-K
I
な
る
精
油..̂

0.
能
力.
S
を
吾
：々

に
示
す
も
の
.

で
.

| 

あ
る
。

Engels

は
^
ぢ
ゲ
の
^
に
到
る
ま
で
化
學
物
理

j 

舉
及
び
自
然
譜
科
學
の
硏
究
を
事

W
し
て
ゐ
たC 

| 

觅
に
後
に
至
っ
て
發
見
せ
ら
れ
た

Marx
及
びEn

丨j 

叫
奋
の
書
简
は
、最
後
紀
マ
ル
ク
ス

'文
献
の
*
を
成
す
も
一 

の
.で
*:
る.。今
日
ま
で
に
發
表
せ
ら
れ
☆
書
簡
は̂a『x, 

Engels Q

記
憶
に
謝
す
る
何
等
の
尊
敬
な
く
し
て
刊
行

| 

せ
ら
れ
て
居
る
。
此
瀋
は
猶
略
の
甚
だ
多
い
こ
ど
に
侬

| 

て
之
を
證
明
す
る
，

J

ミ
が
出
來
る
の'で
あ
る。Marx 

| 

0
書
簡
の
酉
中
九
十31
は
旣
に
吾.々

の
，
手
中
に
在
る
。

..

： 

E
n
g
e
i
s
0
»
A
^
^
*
0

_

^
II
I

^

®

」

^

o
/2
0
1:
'
 

あ
る
が
，
私
は

Bernstein

及
びKautsky

か
ら
此 

等
の̂
の
多
ぐ
の
名-0
.ぁ
同
じ
く
手
に
入
れ
る
，

j

ビ
が

•
 

!六
〇

出
來
た
。
此
寒
の
書
簡
は
數
週
間
內
に
發
表
甘
ら
れ
る 

で
ら
ぅ

訪
、M

a
r
x

 
の
ー
八
：四
$
尔

：
の
：
所

作
2 C

b
e
r

 Feuerba— 

„ heilige 

 ̂Ma
x
.

及
びg

 D
e
r

 ,, P
r
o
p
h
e
t《 

K
u
h
i
m
a
r
m
.

は hDie'deutsch。

s
e
o
o
g
l
e
v 

eine.Krkik 

Q.
e
r neuesten deutschen P

H
o
s
o
o
h
i
e

 in i
h
r
s

 

K
.
?

 

prasentanten Feuerbach, B
s
n
o

 Bauer und Stlrner, 

sowie 

皆 s 

deutschen 

soziaysmus 

in 

s
eB'
e
n ver- 

SCMedenep 

?3
^
^
3
な
る
手
稿
の
邻
分
を
な
す
も 

の
で
、此
中
0
(-
)
は 

Engels 

の 

p
§
d
cr
p
& 

100
800
の
附
錄
ミ
し
て
3
及
び
(:
-
-
:
)
はBernstein

編
輯
の
.
 

D
o
k
u
m
e
n
t
e

 d
e
s

(/Ozialismus, Stuttgart IQOy ff. B
d
e

 

IH,V, 

Bd. 

M

 s. 

1
7

に發
表

せ
ら
れ
てあ
る
。
所 

謂「

神
聖
な
る

」

.

M
a
x

は

Stlrner

で
あ
る
。

小

泉

信
三

士
方
久
吳
著
財
政

^

の

‘基

礎

槪

^

菊
版
味
文
五
丑
〇
頁
附
錄
败
十
贤
宠
调
三
回
:;
'
.十
錢
、
 

3

■
石波#

發̂
行
_

|
1
II
!I
i
1
§s
1
1

I1
1
111
111
1議,p1
I：•

本
書
は
財
政
學

ビ
經

濟

學

ご

，の
.
學

說

上

相

關

聯

す

る
 

#
方
面
の
汧
題
を
取
つ
て
、
說
明
し
た
る
も
の
た
り
。

「

則
政
學
の
®
礎
概
念」

の
總
て
を
網
羅
し
た
も
の
ど 

し
て
は
、
_
論
な
き
を
得
ざ
る
可
し
ビ
雖
ぢ
基
礎
« 

念
の
或
る
も

，

の
に
就
て
、
說
明
を
下
し
た
る
新
し
き
試 

み
皮
す
.る
を
得
べ
し
？
蓋
し
著
者
が
開
卷
第
.一
頁
に
於 

て

"
常
識
的
に
財
政
€
云
へ
ぼ
直
に
租
橄
を
想
起
す
る 

に
ょ
っ
て
も」

"
m
々
艺
述
べ
た
る
考
へ
は
戡
磔
槪
念
の 

ー
職
圆
を
姊
觅
に
狹
B
な
ら
し
め
た
る
に
#
ざ

る
か
。

：

V

第一

章
ょ
5
第
三
®
に
至
.る
ま
で
は
經
濟
學
に
關
す 

る
研
究
で
:*
っ
て
、
特
に
財
政
學
ぞ
關
係
す
る
所
な
し 

歡
四
、
五
、
六
の
三
章
に
於
て
ヽ
財
政
の
性
質
が
種
 々

の
©*
力
ら
‘說
.取
さ
れ
、
結
局
財
政
な
る
も
の
を
廣
義
■に
"
 

解
釋
し
ゝ「

財
政
は
社
會
に
於
け
る
個
人
の
活
動
を
_

« 

し
て 

> 
社
會
の
理
想
實
現
の
爲
め
に
1、
營
ま
れ
る
購
買 

力

の

强

制

的

移

轉

'
で

*
る」

.'
:
.ど

し

、

講

買

カ
の
形

態

を
 

說

明

し

て

、
：
貨

幣

價

値

に

換

«!
す
る
能
は
ざ
る
享
難
の
マ 

如
き
も
の
を
所
得
^
!す
る
を
不
可
な
^v

ど
し
、
フ
ヰ
シ 

ャ
1

♦

へ
ィ
グ
、
セ
ジ
グ
マ
ン
の
如

き
米
國
學
若
の
所

第
十
八
卷(

四

六

泝

り

辦

^
^
介

說
を
紹
介
す
る
こ
と
に
勉
め
れ
り
。
第
九
章
以
下
は
租 

稅
論
に
し
て
"
又
第
十
三
章
は
租
稅
轉
嫁
論
な
り
。
而 

し
て
前
者
に
於
て
は
例
へ
ば
累
進
桃
法
の
根
據
を
說
M 

す
る
に
就
て
、經
濟
學
說
の
根
據
を
示
し
、
後
者
に
於
て 

は

祖

聰

轉

嫁

を

決

定

す

る

諸

種

の

經

濟

的

現

象

を

捉

，
へ 

來
つ
て
說
明
を
下
す
等
、
著
者
の
苦
心
の
跡
の
認
む
可 

き
も
の
ぁ
り
。
最
後
の
一
章「

金
融
市
場
皮
公
債」

は
全 

編

を

通

じ

て

"
見

る

を

得

る

唯

一

の

國

家

信

用

論

に

し 

て

財

政

の

槪

念

や

、

粗
：

®:
論

に

對

し

て

聊

か

方

面

の

異 

な
6

た
：る

硏

究

皮

す

可

し

。
.而

し
て
著
者
は
金
融
市
揚 

の
構
成
ミ
公
債
ミ
の
間
に
存
す
る
.關

係

ょ
り
進
ん
で
、 

公
*
に
就
て
强
制
的
效
果
の
現
は
る

ゝ

こビ

を
述
ベ
、 

粗
ft
ご
公
債

ぐ

j

に
就
て
、
或
る
對
照
を
爲
し

、
以
つ
て 

硏
究
を
了
す
る
も
の

、
如
く
、
此
' 一
章
に
於
て
は
種
 々

.の
重
大
開
題
の
暗
示
さ
れ
：た
：る
に
拘
は

&
ず
、
是
等
に 

到
す
る
說
明
議
論
の
省
約
さ
れ
/2
る
z W

を
惜
ま
ざ
る 

を
得
ず
。
然
务
是
れ
望
蜀
に
類
す
る
も
の
か
、
著
者
の 

全

編

を

通

じ

て

現

？
れ

た

る

努

力

K
新
し
き
試
み
S
 

し
て
、
筆
者
は

敬
截
を
捧
げ
.s 
^j

€

に
容
な
ち
ざ
.6'
.者
”

潍
|


